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１．はじめに 

橋梁やトンネル等道路インフラの定期点検を支援する画像処理技術の開発に取り組み，ひび割れおよび遊離

石灰を自動検出し，結果を画像や CAD データとして出力するサービスを構築・提供している．これらに加え，

コンクリート材のはく離，鋼材の腐食および塗装の劣化について検出技術を開発したので報告する． 

 

２．ひび割れ自動検出技術の開発 

本技術は，点検対象をカメラやドローンで撮影した静止画像からひび割れを検出し，その形状・位置ととも

に，幅・長さ等の数値情報を出力する 1)．画像処理技術と深層学習を組み合わせた技術で，自社評価用画像セ

ットでは 0.2mm幅以上について検出精度 95%（Mean Average Precision により算出），処理速度 4秒／枚の性能

を実現している． 

処理工程としては，入力画像から前処理として正規化等を行い，多層ニューラルネットワークによって特徴

抽出およびひび割れの識別を行って，その結果から後処理でひび割れ形状や幅・長さなどの計測値を算出する．

教師用データを各地の様々な環境にある橋梁やトンネルで収集した画像をもとに作成し，課題に即して適切

に設計したニューラルネットを構築し，トレーニング過程を的確に制御することで，ひび割れそのものを検出

可能としている．これにより，図１のように，チョークラインや型枠跡等の誤検出を極力抑えた精度の高い検

出を実現している．なお，検出例および精度算出では，教師用以外の画像を使用している． 

   

図 1 ひび割れと遊離石灰の検出例（左：入力画像，右，検出結果，ひび割れは幅ごとに色分け） 

 

３．遊離石灰・はく離の自動検出技術の開発  

道路橋やトンネルの定期点検要領には，コンクリートの損傷として，ひび割れ，はく離・鉄筋露出，漏水・

遊離石灰，浮きなどが挙げられている．自動検出技術にはこれらを網羅することが期待されており，我々も順

次開発に取り組んでいる．フィールド調査によりデータ収集を進め，実用性能に目途が立った損傷検出から実
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用システムへ実装するよう開発を進めている．現在，遊離石灰（図１）とはく離（図２）の自動検出が実用段

階に入っており，検出サービスへの統合を進めている． 

      

図２ コンクリートはく離の検出例（2例，各々左：入力画像，右：検出結果） 

 

４．鋼材の腐食・塗装はく離の自動検出技術の開発 

鋼橋の鋼材では，点検時に損傷として腐食，亀裂，ゆるみ・脱落，破断，防食機能の劣化などを調査する必

要がある．鋼橋以外でも，鋼材はコンクリート材とともに用いられており，損傷検出を一括して行えるよう，

各種損傷を同時検出することが求められている．現在，腐食と塗装はく離（防食機能の劣化の一部）の自動検

出が性能評価段階に入っている（図３）．どちらの損傷も実橋では様々な状態で発生するため，実務レベルで

の利用に耐えるようさらなるフィールド調査を行いながら評価と改良を行っている． 

      

(a)腐食（左：入力画像，右：検出結果）    (b)塗装はく離（左：入力画像，右：検出結果） 

図３ 鋼材の腐食と塗装はく離の検出例 

 

５．Webサービスの開発 

実用性能に達した損傷検出技術は，Webサービスとして提供可能とするため，クラウドプラットフォームを

利用して実装を行っている．現在までに，ひび割れと遊離石灰の検出が可能な Web サービスを稼働させ，提

供を開始している．通常使用では，手元の Web ブラウザを使用し，撮影画像をアップロードするような操作

で，検出結果を画像（JPG），CAD形式（DXF, SXF），集計表(CSV)で出力する．また，WebAPIを整備してお

り，これを利用することで利用者独自の点検システムやアプリケーションに検出機能を付加できる． 

 

６．まとめ 

ひび割れをはじめとする各種損傷の自動検出技術の開発と検出結果について報告した．また，これら検出技

術を利用可能とする Web サービスおよび WebAPI について報告した．今後も検出可能な損傷の種類を増やす

とともに，検出精度および処理速度の向上を図っていく予定である． 
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